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北　星　論　集（経） 　第 55 号　第２号（通巻第 69 号）
３．大学基礎教育と新聞
　既に述べたように，大学生の「基礎能力の
低下」に関する多くの論議が起こっている。
「社会人基礎力」を如何に身につけさせるか，
「大学生に如何に勉強させるか」などの議論
の先に，例えば文科省の主導する「アクティ
ブ・ラーニング」などの手法の導入が相次い
でいる。いわば，授業内容の改善も必要であ
るが同時に授業前後の「自主的」学習を取り
入れた新たな教育手法の導入が声高く叫ばれ
ているのだと考える。究極に言えば，「如何
に学生に勉強させるか」ということであろう。
　北星学園大学経済学部経済学科では, いわ
ゆる前述の「基礎学力の低下」に対応した「ア
クティブ・ラーニング」の一つの手法として，
「新聞を活用した基礎教育授業」として「新
聞活用」という基礎教育授業を2013年度に導
入した。同時にベネッセと朝日新聞が共同で
開発した「語彙読解力検定試験」を導入し，
数量的に成果を計測する試みも導入した。
　具体的な授業内容等は，以下のとおりであ
る。
４．新聞活用の具体例
　まず我々が設定した目的は，以下のとおり
である。
　大学生の「社会人基礎力」の獲得，強化が
叫ばれて久しい。全国の大学において，初年
時教育，基礎教育の強化のために，多様な試
みが行われている。こうした中で我々は，過
去10年弱に及ぶ経験から，大学の基礎教育
に新聞を活用する事に大きな可能性を見いだ
している。毎日の朝刊だけでも10万字以上
に及ぶ文字情報を持ち，専門的観点からの編
集を経て最新の政治，経済，社会情報を網羅
した新聞は，大学生が「社会人基礎力」を獲
得し，基礎学力を強化する最良の手段の一つ
であると考えている。こうした視点から，以
下の諸点を目標に授業展開を行っている。　
・新聞閲読を習慣化し，通学時に新聞を持ち
歩くようにする。
・新聞紙面に慣れ，政治・経済・社会・文化
についてのニュースや情報を新聞から得る
ことができるようにする。
・時事問題について，ディスカッションやレ
ポートを通じて，見解を表明することがで
きるようにする。
・深い思考力，確かな判断力，豊かな表現力
を身につけ，社会生活を充実させる知識や
教養の修得に必要な「語彙・読解力」を身
につける。
　この目的のために，以下の具体的な授業を
行うこととした。
　経済学部経済学科の１年生（約180名）を
対象に，2013年度以降必修科目として『新
聞活用』を設置している。朝日新聞（朝夕刊）
を１年間にわたり宅配し，週１回（４単位）
の授業を行う。具体的には，事前学習として，
毎日一つの記事の切り抜き（各自の関心のあ
る記事）と指定記事（教員が指定した全員共
通の記事）の切り抜きを行い，それぞれの記
事にコメントを付けて提出させる。これら全
８記事の切り抜きを授業の際に返却し，これ
をもとに授業展開を行う。具体的な授業展開
は，以下の通り。
１）時事問題についての小テストとその解説
２）新聞紙面，および新聞切り抜き課題の指
定記事を踏まえた講義
３）新聞切り抜き課題の自由選定部分を踏ま
えたグループディスカッションと討論内容の
発表
　また2014年度からは，２年次前期学科選
択科目として上級科目を設定した。
　この様な授業展開の結果，当初の予想を上
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回る以下の結果をもたらすことが出来た。
　新聞活用授業の成果を数的に確認するため
に，朝日新聞・ベネッセ主催の『語彙・読
解力検定』を実施している。2013年度に６
月，11月，2014年度には６月に実施した。
2013年６月の検定は全員が準２級を受験
し，全国平均とほぼ同等の61％の合格率で
あったが，11月には準２級への再チャレン
ジと２級へのチャレンジを行ない，準２級に
は新たに50名が合格し，２級には20名が合
格した。準２級の新たな合格者は明らかに「新
聞活用」授業の成果が現れていると考えられ，
また２級合格者が20名出た事と合わせ，新
聞活用による成果の現れと考えている。また
2014年６月には，一年生は昨年同様準２級
を受験したが，69％の合格率であり，全国
平均の59％を大きく上回った。特筆すべき
は，２年生向けに開講した上級クラス受講者
の中で２級合格者８名が準１級にチャレンジ
し，内３名が合格を果たした点である。２年
生前期での準１級合格者が複数でた事実は，
新聞を活用した授業が大学に於ける基礎教育
の充実に大きな役割を果たす事を証明したも
のと考えている
５．大学教育への新聞の活用を
　我々の３年間にわたる実践をすぐに一般化
することは出来ないと考えている。但し，新
聞をある種「強制的」に読ませることを通じ
て，学生の社会に対する関心，政治・経済に
対する興味，学習意欲は確実に変化してきて
いると実感している。
　いわゆる「基礎学力」としての「読む・書
く能力」も確実に進歩してきている。
　今後継続的に「新聞活用授業」を行うこと
により，アクティブ・ラーニングの中での新
聞活用を模索していければと考えている。
６．「新聞活用研究会」の設立を
　全国には新聞を活用した大学教育を行って
いる教員は多数存在する。またそうした教員
と協力しながら授業展開に参画している全国
紙，地方紙も多く存在する。
　2014年度には，そうした動きの一部と接点
を持つことが出来た。活水女子大（長崎），
熊本日日新聞等の活動である。
　N.I.E.学会が小中高校を主な対象とし活動
している中で，新たに大学での新聞活用の方
法，技法を生み出すべく，新たな研究組織の
立ち上げが必要とされる時期にきていると考
えている。
　大学において新聞を活用した授業を行って
いる教員，N.I.E.関連の２団体，全国の新聞
社と協力しつつ，新たなアクティブ・ラーニ
ングの一環としての「新聞活用授業」の枠組
みを作り上げていきたいと考えている。
（2014年度北星学園大学特別研究費による研
究）

